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ゴールを目指した骨粗鬆症治療
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2025年 6月10日（火）19:00～20:00
追っかけ再生あり ※21時までに視聴開始した方に限り、お好きな個所からご覧いただけます。



下記視聴予約URLより事前お申込みの上、ご視聴ください。
https://re.m3dc.live/towayakuhin20250610

骨粗鬆症WEBセミナー 視聴登録

東和薬品 視聴予約システム

お問合せ先

萩野 浩（はぎの ひろし）

骨粗鬆症治療薬は閉経後あるいは加齢にともなって生じる骨粗鬆化を防止・改善して、骨強度を改善する。その
主な作用機序から、破骨細胞による骨吸収を抑制する骨吸収抑制薬と、骨芽細胞による骨形成を促進する骨
形成促進薬とに分けることができる。ガイドライン(2015年版)では骨折予防効果の評価から、窒素含有ビスホスホ
ネート薬、抗ランクル抗体薬、SERM、副甲状腺ホルモン薬、活性型ビタミンD3薬（エルデカルシトール）が推奨さ
れている。最近使用可能となった抗スクレロスチン抗体薬も骨折予防効果が示され、治療薬はこの6種類の薬剤か
ら選択する。近年では治療のゴール設定をして、それを目指して骨折リスクに応じた薬剤選択、併用療法、逐次投
与の実施が勧められている。本セミナーではゴールを目指した骨粗鬆症薬物治療の基本とトピックスを紹介する。

2025.04(DC-005524)

概要

[経歴]
昭和57年3月
昭和59年4月
昭和63年3月
昭和63年4月
平成 3年3月
平成 4年3月
平成 4年5月
平成14年4月

平成16年4月
平成20年4月

令和 5年4月
令和 6年4月

[主な専門分野]
運動器リハビリテーション、リウマチ性疾患、骨代謝学
[主な所属学会]
日本骨粗鬆症学会（理事長）
日本整形外科学会（専門医・指導医）
日本転倒予防学会（代表理事）
日本リハビリテーション医学会（専門医・指導医）
日本脆弱性骨折ネットワーク（理事）
運動器の健康・日本協会（理事）

東和薬品株式会社 営業本部 営業戦略統括部 営業企画部 営業推進課
eigyousuishin@towayakuhin.co.jp

鳥取大学医学部医学専門課程卒業
鳥取大学大学院医学研究科博士課程入学
同課程修了（平成元年 医学博士の学位授与)
鳥取大学整形外科助手
クレイトン大学（米国ネブラスカ州）骨粗鬆症センター留学
帰国
鳥取大学医学部整形外科講師
鳥取大学医学部附属病院リハビリテーション部助教授
（副部長）
同部 部長
鳥取大学医学部保健学科 教授
（附属病院ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ部長 併任）
山陰労災病院リハビリテーション科，副院長
山陰労災病院，院長

労働者健康安全機構 山陰労災病院 院長（鳥取大学名誉教授）

[学会賞]
第15回日本骨形態計測学会 学会賞(1995年)
平成14年度日本整形外科学会
AAOS Traveling Fellowship
第４回日本骨粗鬆症学会 学会賞(2002年)
第24回日本骨代謝学会 学術賞(2006年)
第10回日本骨粗鬆症学会 学術振興賞(2010年)
平成28年度日本骨代謝学会JBMM論文賞（2016年）
令和3年度臨床リウマチ優秀査読者賞（2022年）

視聴登録いただいた先生方へ弊社MRが訪問させていただくことがあります。
ご提供いただきました個人情報は、ご視聴いただいた先生の確認のほか、今後のセミナー・イベント、弊社製品に関するご案内のために使用します。
個人情報は、東和薬品と業務委託先以外の第3者に開示・提供することはありません。 個人情報は、弊社の個人情報保護方針に基づき安全かつ適切に管理いたします。
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